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報道関係者各位 

発行No.69038 

2021 年 5月 14 日 

株式会社東陽テクニカ 

「東京湾 B29 探査プロジェクト」に参画 

～ 海中の機体発見を目指して、機材の運用・データ解析までサポート ～ 

株式会社東陽テクニカ(本社：東京都中央区、代表取締役社長：高野
こ う の

  俊也
と し や

 、下  東陽テクニカ)は、一

般社団法人ラ・プロンジェ深海工学会（代表理事 浦
う ら

 環
たまき

・東京大学名誉教授）による「東京湾 B29 探査プ

ロジェクト」に参画し 5 月 17 日(月)・18 日(火)に実施する海洋調査に協力いたします。本プロジェクトには、海

底を調べるためのマルチビーム測深機や調査効率を向上するために導入される自律航行無人ボートなど、東陽テ

クニカ取り扱いのさまざまな製品が使用されます。実際の海洋調査には東陽テクニカ社員も乗船し機材の運用・

データ解析までをサポートいたします。また、調査の様子はニコニコ生放送で同時中継される予定です。 

ニコニコ生放送URL：https://live.nicovideo.jp/watch/lv331739915 

東陽テクニカは、本プロジェクトへの参画を通して、今後も海洋調査活動の普及と振興に貢献してまいります。 

【 「東京湾 B29 探査プロジェクト」概要 】 

本プロジェクトは、2020年11月に千葉県木更津沖

で引き上げられた航空機の前輪と考えられている物体が

太平洋戦争で墜落した米軍 B-29 戦略爆撃機

（Boeing B-29 Superfortress、下 B-29）のも

のであると言われていることから、その機体本体を探し出

し、機体とともに戦没された方々を慰霊することを目的と

しています。 

最新鋭の海中技術を用いて探索し、その位置と現状

を明らかにして、調査のプロセスをリアルタイムで公開する

ことにより、海中調査技術や海中活動の普及と振興を目指しています。 

詳細URL：https://blog.goo.ne.jp/laplonge/e/eb472053e4ee927cb7c99e6e59bf53d1 

＜日程＞ 

2021 年 5月 17 日(月)、18 日(火) ※海況の具合によって、調査を延期する可能性があります。 

＜調査海域＞ 

B-29 の車輪が引き上げられた場所(木更津沖/北緯 35°29.911′、東経 139°55.378′、水深 23ｍ)を

中心に東西約２海里、南北約２海里の範囲 

 

(車輪が引き上げられた木更津沖の位置) 

https://live.nicovideo.jp/watch/lv331739915
https://blog.goo.ne.jp/laplonge/e/eb472053e4ee927cb7c99e6e59bf53d1
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＜調査方法＞ 

マルチビーム測深機を使って地形図を作り、音波の反射強度も利用しながら、海底

で機体の形状が確認できるか調査します。地層探査機(サブボトムプロファイラー)では

海底泥中にある異物を調べ、異物が発見されれば、遠隔操縦式の海中ロボット

（ROV：Remotely Operated Vehicle）を潜らせ、確認します。 

マルチビーム測深機は、漁船に取り付けて計測し、同時に小型無人船(自律航行

無人ボート)にも取り付け自動運転あるいは遠隔操縦運転して計測します。 

 

【 調査に使用される東陽テクニカ取り扱い製品一例 】 

・自律航行無人ボート「USV ECHOBOAT XL」 

・水中ロボット「SEAMOR ROV Chinook300」 

  製品ページ URL：https://www.toyo.co.jp/kaiyo/products/detail/smr_seamor 

・地層探査機(サブボトムプロファイラー)「SES2000型パラメトリック地層探査機」 

  製品ページ URL：https://www.toyo.co.jp/kaiyo/products/detail/itg_ses2000 

・マルチビーム測深機「Sonic2024 ワイドバンドマルチビーム測深機」 

  製品ページ URL：https://www.toyo.co.jp/kaiyo/products/detail/rts_sonic2024 

 

 

 

 

 

 

＜株式会社東陽テクニカについて＞ 

東陽テクニカは 1953 年の創立下来、世界最先端の計測機器の輸入販売を行ってきました。現在の事業分

野は、情報通信、自動車、エネルギー、EMC(電磁環境両立性)、海洋、ソフトウェア開発、ライフサイエンスなど

多岐にわたり、独自の計測技術を搭載した自社製品の開発にも力を入れ、国内外へ事業を拡大しています。

「“はかる”技術で未来を創る」のスローガンのもと、5G(第 5 世代移動通信システム)の普及や自動運転車開発

なども支える最新ソリューションを提供することで、安全で環境にやさしい社会づくりと産業界の発展に貢献してまい

ります。 

株式会社東陽テクニカ Web サイト：https://www.toyo.co.jp/ 

 

 ★ 本件に関するお問い合わせ先 ★ 
 

株式会社東陽テクニカ 経営企画部マーケティング課 武田 恵生(たけだ えみ) 

TEL：03-3279-0771(代表) / 070-7789-0536(携帯) 

Email：marketing_pr@toyo.co.jp 
      

※本ニュースリリースに記載されている内容は、発表日現在の情報です。製品情報、サービス内容、お問い合わせ先など、予告なく変更

する可能性がありますので、あらかじめご了承ください。 

※記載されている会社名および製品名などは、各社の商標または登録商標です。 

(マルチビーム測深概念図) 

(自律航行無人ボート) (水中ロボット) (マルチビーム測深機) 
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